
国債市場特別参加者会合（第75回）

理財局説明資料



1.平成30年4-6月期における物価連動債の発行額等について
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2.平成30年4-6月期における流動性供給入札について
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3.リオープン方式等について
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平成 30 年度の 10 年債、20 年債、30 年債及び 40 年債のリオープン方式等（案） 

 

１．10 年債：金利が上下に大きく変動する場合を除き、リオープン発行（年間 4 銘柄）（※） 

※入札日の市場実勢利回りと、償還日が同じ銘柄の表面利率との乖離が 

おおむね 0.30％を超える場合には、新発債の発行とします。 

＜年間 4 銘柄の発行となった場合＞ 

 平成 30 年 3・4・5・6 月発行分      ・・・350 回債（平成 40 年 3月償還） 

 平成 30 年 7・8・9 月発行分      ・・・351 回債（平成 40 年 6 月償還） 

 平成 30 年 10・11・12 月発行分      ・・・352 回債（平成 40 年 9 月償還） 

 平成 31 年 1・2・3 月発行分       ・・・353 回債（平成 40 年 12 月償還） 

 

２．20 年債：年間 4 銘柄 

 平成 30 年 3・4・5・6 月発行分     ・・・164 回債（平成 50 年 3 月償還） 

 平成 30 年 7・8・9 月発行分    ・・・165 回債（平成 50 年 6 月償還） 

 平成 30 年 10・11・12 月発行分    ・・・166 回債（平成 50 年 9 月償還） 

 平成 31 年 1・2・3 月発行分       ・・・167 回債（平成 50 年 12 月償還） 
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３．30 年債：年間 4 銘柄 

 平成 30 年 3・4・5・6 月発行分    ・・・58 回債（平成 60 年 3月償還） 

 平成 30 年 7・8・9 月発行分    ・・・59 回債（平成 60 年 6月償還） 

 平成 30 年 10・11・12 月発行分    ・・・60 回債（平成 60 年 9月償還） 

 平成 31 年 1・2・3 月発行分       ・・・61 回債（平成 60 年 12 月償還） 

 

４．40 年債：年間 1 銘柄 

 平成 30 年 5・7・9・11 月・平成 31 年 1・3月発行分  ・・・11 回債（平成 70 年 3 月償還） 

 入札方式・・・新発債、リオープン債ともに利回り競争入札によるダッチ方式（0.5bp 刻み） 

 

（注1） 国債の発行等に係る決済期間短縮化を、平成 30年 5月 1日に実施することを前提としています。 

（注2） 市場環境等によっては予定を見直すことがあります。 



理財局からの説明事項
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流動性供給入札・買入消却入札の基準利回・価格の取扱いについて

流動性供給入札及び買入消却入札では、日本証券業協会が発表する入札当日付の売買参考統計

値を基準利回・価格としているが、同値が非公表の場合の取扱いは、以下のとおり。

【入札対象の全銘柄の売買参考統計値が非公表の場合】

○ 各銘柄の前営業日付の値を用いる。

【入札対象の一部銘柄の売買参考統計値が非公表の場合】

（物価連動債・変動利付債）

○ 各銘柄の前営業日付の値を用いる。

（利付国債）

○ 当日付の他の公表銘柄の売買参考統計値を用いて推計した値を用いる。

※推計した値－非公表銘柄と償還期日が同じ銘柄（同じ銘柄が無い場合は、償還期日が最も近い

銘柄のうち、償還期日が遅く到来する銘柄）のうち、利回りが最も高い銘柄の値とする。

実際に使用する値については、入札当日の財務省ホームページに掲載します。


